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I． 燃料からの漏出分野 

１．背景 

化石燃料の採掘、生産、処理及び生成、輸送、貯蔵、配送時において非燃焼起源の CO2, CH4, N2O

が排出される。また、石油産業、天然ガス産業におけるベンティング及びフレアリングにより、CO2, CH4, 

N2Oが排出される。固体燃料からの漏出の主な排出源は炭層からの CH4であり、石油産業及び天然ガ

ス産業からの主な排出源は設備等からの漏出、ベンティング・フレアリング、揮発、事故による排出

等である。 

２．燃料からの漏出（1.B） 

(１) 固体燃料（1.B.1） 

① 石炭採掘（1.B.1.a） 

（a）坑内掘（1.B.1.a.i.）CO2 

わが国では石炭の採掘は行われており、採掘する石炭中に含有している CO2の濃度によっては、

採掘に伴い CO2 が大気中へ排出することも考えられる。わが国の炭層には大気より高い濃度の

CO2は蓄えられていないと考えられるが、実測値が得られていないため現状では排出量の算定は

できない。石炭採掘に伴う CO2 の排出に関しては、デフォルト値もないことから「NE」として

報告する。 

（b）坑内掘（1.B.1.a.i.）CH4 

1） 採掘時（1.B.1.a.i.）CH4 

（i） 背景 

石炭はその石炭化過程で生じる CH4を含んでおり、その多くは開発されるまでに自然に地表

から放散されるが、炭層中に残された CH4が採掘に伴い大気中に排出される。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

坑内掘炭坑において石炭を採掘することにより排出される CH4の量。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
坑内堀 採掘時 kg-CH4/t 17.9 16.0 14.2 13.7 11.9 9.6 9.4

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
坑内堀 採掘時 kg-CH4/t 12.7 11.5 11.5 13.6 11.1 5.4 3.7

（ｲ） 算定方法の選択 

採掘時の CH4排出量は毎年実測されているため、実測値を排出量として報告する。 

 

（ｳ） 算定式 

なし。 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

坑内掘炭坑における石炭１tの採掘に伴い排出される CH4の量（kg）。 

（ｲ） 設定方法 

財団法人石炭エネルギーセンターの調査による CH4 排出量を坑内掘の石炭生産量で除し

て見かけの排出係数を算出する。 

（ｳ） 排出係数の推移 

1990～2003 年度における坑内掘炭坑における採掘に伴う CH4の見かけの排出係数は以下

の通り。 

表 1 採掘時の見かけの CH4排出係数の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 排出係数の出典 

坑内掘炭坑における石炭採掘に伴う CH4 の見かけの排出係数は財団法人石炭エネルギー

センター調査の坑内掘における CH4排出量及び坑内掘の石炭生産量を使用して算出する。 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 特になし。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
石炭生産量合計 t 7,979,938 7,930,579 7,601,521 7,206,025 6,741,960 6,317,131 6,165,537
うち露天掘 t 1,205,320 1,149,231 841,426 814,358 784,253 695,262 644,732
うち坑内掘 t 6,774,618 6,781,348 6,760,095 6,391,667 5,957,707 5,621,869 5,520,805

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
石炭生産量合計 t 3,974,229 3,698,478 3,689,513 2,973,862 2,821,890 1,284,676 1,354,504
うち露天掘 t 662,181 567,977 587,450 609,813 742,264 550,639 616,114
うち坑内掘 t 3,312,048 3,130,501 3,102,063 2,364,049 2,079,626 734,037 738,390

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

坑内掘炭坑から採掘された石炭の生産量（t）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

1990～2000 年度における坑内掘炭坑から採掘された石炭の生産量は、経済産業省「エネ

ルギー生産・需給統計年報」に示された「石炭生産量合計」から「露天掘生産量」を差し引

いた値を採用する。2001年に統計項目が廃止されたため、2001年度以降は （財）石炭エネ

ルギーセンター提供データに示された値を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度における石炭の生産量は以下の通り。 

 

表 2 石炭生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 3 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省）1990
～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 石炭生産量合計、坑内掘炭坑における石炭生産量 
（1990～2000年度） 

 

表 4 活動量の出典（2001～2003年度） 
資料名 （財）石炭エネルギーセンター提供データ 
発行日 なし 

記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 石炭生産量合計、坑内掘炭坑における石炭生産量 
（2001～2003年度） 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
採掘時 Gg-CH4 121.51 108.78 96.18 87.67 71.13 54.22 52.17

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
採掘時 Gg-CH4 41.95 35.93 35.64 32.23 23.12 3.97 2.74

（ｵ） 活動量の課題 

・ 特になし。 

（v） 排出量の推移 

坑内掘炭坑における採掘に伴う CH4排出量は以下の通り。 

 

表 5 採掘時の CH4排出量 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 

（vii） 不確実性評価 

i） 評価方針 

坑内掘（採掘時）における CH4 の排出量は実測により把握している。排出量の不確実性

の評価にあたっては、排出係数の不確実性の評価が困難であることから、排出量の不確実性

を直接評価することとする。 

CH4の排出量の不確実性の要因としては、以下の２点が挙げられる。 

・ 測定誤差 

・ 気体流速の変動による誤差 

しかし、これら２つの要因の不確実性を統計的処理により求めるためのデータが得られて

いないことから、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用することとする。 

ii） 評価結果 

GPG (2000)に示された不確実性の標準値は以下の通りとなっている。 

・ 測定誤差：２% 

・ 気体流速の変動による誤差：５% 

 

また、不確実性の要素が複数ある場合（UE1、UE2、…UEn）、全体の不確実性 UEは以下の

式により算定される。 

 

よって 

の不確実性（％）　：要素

･･･

EnU

UUUU

En

EnEEE
22

2
2

1 +++=
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

坑内堀採掘時 3.7 kg-CH4/t - 738,390 t - 2.74 Gg-CH4 5%

排出係数 活動量 排出量

 

 

 

 

坑内掘（採掘時）における CH４排出量の不確実性は、5％である。 

 

表 6 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

iii） 評価方法の課題 

・ 排出係数の不確実性の評価が困難であったことから、排出量の不確実性を直接評価し

たが、この方法では排出量の不確実性を適切に評価出来ない可能性がある。従って、

排出係数及び活動量の不確実性を基にした排出量の不確実性の評価について今後検

討する必要がある。 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

2） 採掘後工程（1.B.1.a.i.）CH4 

（i） 背景 

石炭の採掘後に微量の CH4が炭坑から揮発する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

坑内掘炭坑から石炭採掘した後に排出される CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

坑内掘炭坑から石炭採掘した後の CH4排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに

従い、Tier1 により CH4排出量の算定を行う。石炭坑で採掘された石炭の量に、排出係数を

乗じて排出量を算定する。 

（ｳ） 算定式 

 

 
AEFE *=

%5
25 22

2
2

2
1

=
+=

+=

　　　

　　　

EEE UUU
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E : 坑内掘炭坑において石炭採掘した後に排出される CH4の排出量（kg-CH4） 

EF : 排出係数（kg-CH4/t） 
A : 坑内掘炭坑における石炭生産量（t） 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

坑内掘炭坑における石炭１tの採掘後に排出される CH4の量（kg）。 

（ｲ） 設定方法 

採掘後工程の排出係数として、1996年改訂 IPCCガイドラインに示されたデフォルト値を

用いることとする。デフォルト値は上限値及び下限値が示されているが、わが国の排出実態

が明らかでないため、デフォルト値の中間値（1.64kg-CH4/t）を用いることとする。 

 

表 7 1996年改訂 IPCCガイドラインにおける石炭採掘後工程の排出係数 
 m3/t** Conversion Factor** 

（Gg/106m3） kg-CH4/t* 

採掘後工程 
（post-mining 〔underground〕） 

0.9 – 4.0 0.67 0.6 – 2.68 
（中間値:1.64） 

＊ ：＊＊から算出 
＊＊：1996年改訂 IPCCガイドラインに記載されている項目 

 

（ｳ） 排出係数の推移 

1990～2003年度における坑内掘炭坑の採掘後における CH4の排出係数は一定とする。 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 8 排出係数の出典 
データ 出典 

採掘後工程の排出係数 1996年改訂 IPCCガイドライン 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 国内の坑内掘炭坑２山は海底炭坑であり、切羽が奥部化していることから揚炭まで時間

がかかる。このため、坑口を出てからの放出量はほとんどないと推測され、採掘後工程

時の CH4 排出は非常に少量であると考えられる（つまり、採掘時に回収される）。採掘

後工程における CH4排出について、今後十分なデータが得られた場合には、排出係数を

設定する必要があると考えられる。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
採掘後工程 Gg-CH4 11.12 11.13 11.10 10.49 9.78 9.23 9.06

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
採掘後工程 Gg-CH4 5.44 5.14 5.09 3.88 3.41 1.20 1.21

（iv） 活動量 

「採掘時（1.B.1.a.i.）CH4」と同様。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 9 採掘後工程の CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方針 

排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert Judgment）

もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることになるため、GPG (2000)に示

された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因としては、以下の４点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 活動区域の変動による誤差 

・ 温度変化に伴う誤差 

・ 流速分布の不連続性による誤差 

ii） 評価結果 

坑内掘の採掘後工程における CH4排出係数の不確実性は、200％である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

坑内堀採掘後工程 1.6 kg-CH4/t 200% 738,390 ｔ 10% 1.21 Gg-CH4 200%

排出係数 活動量 排出量

（ｲ） 活動量 

i） 評価方針 

坑内掘の活動量は、（財）石炭エネルギーセンター提供データを採用している。活動量の

不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性として平成 14 年度検討会設定値を用い

ることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

（財）石炭エネルギーセンター提供データは業界の統計であり、石炭の生産については、

全生産事業所が対象となっていることから、10%を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

表 10 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

採掘後工程については、今後十分なデータが得られた場合には、そのデータを参考として排

出係数の見直しを検討することとする。 

（c）露天掘（1.B.1.a.ii.）CO2 

わが国では石炭の採掘は行われており、採掘する石炭中に含有している CO2の濃度によっては、

採掘に伴い CO2 が大気中へ排出することも考えられる。わが国の炭層には大気より高い濃度の

CO2は蓄えられていないと考えられるが、実測値が得られていないため現状では排出量の算定は

できない。また、石炭採掘に伴う CO2の排出に関しては、デフォルト値もないため、「NE」とし

て報告する。 
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（d）露天掘（1.B.1.a.ii.）CH4 

1） 背景 

石炭はその石炭化過程で生じる CH4を含んでおり、その多くは開発されるまでに自然に地表

から放散されるが、炭層中に残された CH4が採掘に伴い大気中に排出される。また、採掘後に

も微量の CH4が石炭から揮発する。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

露天掘炭坑における石炭採掘時及び石炭採掘後工程に排出される CH4の量。 

（ii） 算定方法の選択 

露天掘炭坑における石炭採掘からの排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、

Tier1 により CH4排出量の算定を行う。露天掘炭坑で採掘された石炭の量に、排出係数を乗じ

て算定する。 

（iii） 算定式 

 

 
E : 露天掘炭坑における石炭採掘時及び採掘後工程に排出される CH4排出量（kg-CH4） 

EF : 露天掘炭坑の排出係数（kg-CH4/t） 
A : 露天掘炭坑における石炭生産量（t） 
i : 採掘時、採掘後工程 

 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

露天掘炭坑における石炭採掘及び採掘後工程に石炭１tから排出される CH4の量（kg）。 

（ii） 設定方法 

石炭採掘においては、採掘時と採掘後工程に CH4が排出される。 

石炭の露天掘については、CH4排出量の測定方法が確立されていないことから、1996年改訂

IPCCガイドラインに示されたデフォルト値に基づく値を用いる。 

また、デフォルト値は上限値及び下限値が示されているが、わが国の排出実態が明らかでな

∑= AEFE i *
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単位 排出係数
採掘時 kg-CH4/t 0.77
採掘後工程 kg-CH4/t 0.067

いため、デフォルト値の中間値（採掘時：0.77 kg-CH4/t, 採掘後工程：0.067 kg-CH4/t）を用い

ることとする。 

 

表 11 1996年改訂 IPCCガイドラインにおける石炭関連の排出係数 
 m3/t** Conversion Factor** 

（Gg/106m3） kg-CH4/t* 

採掘時 
（mining〔surface〕） 

0.3 – 2.0 0.67 0.2 – 1.34 
（中間値:0.77） 

採掘後工程 
（post-mining〔surface〕） 

0 – 0.2 0.67 0 – 0.134 
（中間値：0.067） 

＊ ：＊＊から算出 
＊＊：1996年改訂 IPCCガイドラインに記載されている項目 

 

（iii） 排出係数の推移 

露天掘炭坑における採掘時及び採掘後工程の CH4排出係数は全年において一定とする。 

 

表 12 露天掘炭坑における採掘時及び採掘後工程における排出係数 

 

 

 

（iv） 排出係数の出典 

表 13 排出係数の出典 
データ 出典 

露天掘における採掘時及び採掘後工程

の排出係数 
1996 年改訂 IPCC ガイドライン 
page 1.108～1.110 

（v） 排出係数の課題 

・ 特になし。 

4） 活動量 

（i） 定義 

露天掘炭坑により採掘された石炭の生産量（t）。 

（ii） 活動量の把握方法 

1990～2000 年度における露天掘炭坑からの石炭生産量は、経済産業省「エネルギー生産・

需給統計年報」に示された「露天掘生産量」を採用する。2001年に統計項目が廃止されたため、

2001年度以降は （財）石炭エネルギーセンター提供データに示された値を用いる。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
採掘時 Gg-CH4 0.93 0.89 0.65 0.63 0.60 0.54 0.50
採掘後工程 Gg-CH4 0.08 0.08 0.06 0.05 0.05 0.05 0.04
合計 Gg-CH4 1.01 0.96 0.70 0.68 0.66 0.58 0.54

 
単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

採掘時 Gg-CH4 0.51 0.44 0.45 0.47 0.57 0.42 0.47
採掘後工程 Gg-CH4 0.04 0.04 0.04 0.04 0.05 0.04 0.04
合計 Gg-CH4 0.55 0.48 0.49 0.51 0.62 0.46 0.52

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
露天掘生産量 t 1,205,320 1,149,231 841,426 814,358 784,253 695,262 644,732

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
露天掘生産量 t 662,181 567,977 587,450 609,813 742,264 550,639 616,114

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における露天掘炭坑における石炭の生産量は以下の通り。 

 

表 14 露天掘炭坑における石炭生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 15 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 露天掘炭坑における石炭生産量（1990～2000年度） 
 

表 16 活動量の出典（2001～2003年度） 
資料名 （財）石炭エネルギーセンター提供データ 
発行日 なし 

記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 露天掘炭坑における石炭生産量（2001～2003年度） 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 17 露天掘炭坑における採掘時及び採掘後工程の CH4排出量の推計結果 
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6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert Judgment）

もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているため、GPG 

(2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因としては、以下の４点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 活動区域の変動による誤差 

・ 温度変化に伴う誤差 

・ 流速分布の不連続性による誤差 

（ｲ） 評価結果 

露天掘における CH4排出係数の不確実性は、採掘時、採掘後工程ともに 200％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

「坑内掘（1.B.a.i.）CH4」と同様。 

（ｲ） 評価結果 

「坑内掘（1.B.a.i.）CH4」と同様。 

（ｳ） 評価方法の課題 

「坑内掘（1.B.a.i.）CH4」と同様。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

採掘時 0.77 kg-CH4/t 200% 10% 0.47 Gg-CH4 200%
採掘後工程 0.067 kg-CH4/t 200% 10% 0.04 Gg-CH4 200%

排出係数 活動量 排出量

616,114 ｔ

表 18 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

② 固体燃料転換（1.B.1.b.）CO2, CH4, N2O 

わが国において、固体燃料転換にあたる活動は、練炭の製造であると考えられる。練炭の製造

工程は、石炭に水分を加え圧縮乾燥させるものであり、本工程において化学的な反応は起こって

いないと考えられるが、CO2, CH4, N2Oの発生は否定できない。しかし、排出量の実測値は得ら

れていないため、現状では排出量の算定はできない。また、固体燃料転換に伴う CO2, CH4, N2O

の排出に関しては、デフォルト値もないことから「NE」と報告する。 

(２) 石油及び天然ガス（1.B.2） 

① 石油（1.B.2.a.） 

（a）試掘（1.B.2.a.i.）CO2, CH４, N2O 

1） 背景 

油田及びガス田の試掘時及び生産開始前のテスト時に CO2, CH4, N2Oが漏出する。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

油田及びガス田の試掘時の漏出及び生産開始前のテスト時に漏出する CO2, CH4, N2Oの量。 

（ii） 算定方法の選択 

試掘時及び生産開始前のテスト時については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1

により CO2, CH4, N2Oの排出量の算定を行う。試掘時については試掘井数1、生産開始前のテス

ト時については試油試ガステストを実施した坑井数に排出係数を乗じて算出する。 

（iii） 算定式 

 
 

                                                  
1 試掘井：油田及びガス田を開発するために原油、ガスの存在を確認するために掘削される坑井。 

∑= ii AEFE *
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E : 抗井から漏出する CO2, CH4, N2Oの排出量（Gg-GHG） 
EFi : 排出係数（Gg-GHG/井数） 
Ai : 井数 
i : 試掘時、テスト時 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

１本の試掘井・試油試ガステストを実施した坑井から１年間に漏出する温室効果ガスの量

（Gg）。 

（ii） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示されたデ

フォルト値を採用する。 

（iii） 排出係数の推移 

全年においてデフォルト値を使用する。 

 

表 19 試掘井・試油試ガステスト井の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 

試掘井（Drilling） Gg-GHG/井数 2.8*10-8 4.3*10-7 0 
試油試ガステスト井（Testing） Gg-GHG/井数 5.7*10-3 2.7*10-4 6.8*10-8 

（iv） 排出係数の出典 

表 20 排出係数の出典 
データ 出典 

試掘井、試油試ガステストを実施した坑井の排出係数 GPG (2000) p.2.86 table 2.16 
 

（v） 排出係数の課題 

・ 海外の油田及びガス田から産出される原油及び天然ガスとわが国のそれは組成が異

なるため、デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考え

られる。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
試掘井数 本 8 10 8 10 7 7 7
成功井数 本 1 2 5 5 3 3 3
試油試ガステスト
を実施した坑井数

本 5 6 7 8 5 5 5

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
試掘井数 本 10 7 8 6 6 6 2
成功井数 本 5 2 3 4 3 2 5
試油試ガステスト
を実施した坑井数

本 8 5 6 5 5 4 4

4） 活動量 

（i） 定義 

（ｱ） 試掘井 

油田及びガス田の試掘井数。 

（ｲ） 試油試ガステスト井 

試油試ガステストを実施した坑井数。 

（ii） 活動量の把握方法 

（ｱ） 試掘井 

試掘井については、天然ガス鉱業会「天然ガス資料年報」に示された値を用いる。ただし、

最新年度は掲載されていないため、最新年については暦年値を採用する。 

（ｲ） 試油試ガステスト井 

試油試ガステストを実施した坑井数については、統計的に把握することが困難であり、ま

た、試油試ガステストを実施しても成功井とならない坑井もある。このため、試油試ガステ

ストを実施した坑井数については、天然ガス鉱業会「天然ガス資料年報」に示された試掘井

数と成功井数の中間値を採用する。ただし、最新年度は掲載されていないため、最新年につ

いては暦年値を採用する。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における試掘井数及び試油試ガステストを実施した坑井数は以下の通り。 

 

表 21 試掘井数及び試油試ガステストを実施した坑井数の推移 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①試掘時 Gg-CO2 2.2*10-7 2.8*10-7 2.2*10-7 2.8*10-7 2.0*10-7 2.0*10-7 2.0*10-7

②テスト時 Gg-CO2 0.026 0.034 0.037 0.043 0.029 0.029 0.029
合計 Gg-CO2 0.026 0.034 0.037 0.043 0.029 0.029 0.029

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①試掘時 Gg-CO2 2.8*10-7 2.0*10-7 2.2*10-7 1.7*10-7 1.7*10-7 1.7*10-7 5.6*10-8

②テスト時 Gg-CO2 0.043 0.026 0.031 0.029 0.026 0.023 0.020
合計 Gg-CO2 0.043 0.026 0.031 0.029 0.026 0.023 0.020

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①試掘時 Gg-CH4 3.4*10-6 4.3*10-6 3.4*10-6 4.3*10-6 3.0*10-6 3.0*10-6 3.0*10-6

②テスト時 Gg-CH4 0.001 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001
合計 Gg-CH4 1.2*10-3 1.6*10-3 1.8*10-3 2.0*10-3 1.4*10-3 1.4*10-3 1.4*10-3

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①試掘時 Gg-CH4 4.3*10-6 3.0*10-6 3.4*10-6 2.6*10-6 2.6*10-6 2.6*10-6 8.6*10-7

②テスト時 Gg-CH4 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
合計 Gg-CH4 2.0*10-3 1.2*10-3 1.5*10-3 1.4*10-3 1.2*10-3 1.1*10-3 9.5*10-4

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①試掘時 Gg-N2O 0 0 0 0 0 0 0
②テスト時 Gg-N2O 3.1*10-7 4.1*10-7 4.4*10-7 5.1*10-7 3.4*10-7 3.4*10-7 3.4*10-7

合計 Gg-N2O 3.1*10-7 4.1*10-7 4.4*10-7 5.1*10-7 3.4*10-7 3.4*10-7 3.4*10-7

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①試掘時 Gg-N2O 0 0 0 0 0 0 0
②テスト時 Gg-N2O 5.1*10-7 3.1*10-7 3.7*10-7 3.4*10-7 3.1*10-7 2.7*10-7 2.4*10-7

合計 Gg-N2O 5.1*10-7 3.1*10-7 3.7*10-7 3.4*10-7 3.1*10-7 2.7*10-7 2.4*10-7

（iv） 活動量の出典 

表 22 活動量の出典 

資料名 「天然ガス資料年報」（天然ガス鉱業会） 
1990～2003年度分 

発行日 ～2005年３月 31日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 試掘井数、成功井数（1990～2003年度のデータ） 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下に示す。 

 

表 23 試掘時、試油試ガステスト時における CO2排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

表 24 試掘時、試油試ガステスト時における CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

表 25 試掘時、試油試ガステスト時における N2O排出量の推計結果 
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6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

油田及びガス田の試掘に伴う燃料からの漏出の CO2, CH4, N2Oの排出係数は、すべて GPG 

(2000)に示された値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、

専門家の判断（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いる

こととされているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

油田及びガス田の試掘に伴う燃料からの漏出の CO2, CH4, N2Oの排出係数の不確実性は、

それぞれ 25%である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

油田及びガス田の試掘に伴う漏出の活動量は、「天然ガス資料年報」に基づく国内の油・

ガス田の試掘井及び成功井の値を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリー

に従い、不確実性として平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「天然ガス資料年報」は統計法に基づかない業界独自の統計であり、全ての事業者が対象

となっていることから、平成 14年度検討会が設定した不確実性の値として 10％を採用する。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2試掘時 2.8*10-8 Gg-CO2/本 25% 試掘井 2 本 10% 1.7*10-7 Gg-CO2 27%
試掘井 2 本
成功井 5 本

CH4試掘時 4.3*10-7 Gg-CH4/本 25% 試掘井 2 本 10% 2.6*10-6 Gg-CH4 27%
試掘井 2 本

成功井 5 本
試掘井 2 本
成功井 5 本

10%

10%

27%

27%

27%

Gg-CH4

Gg-N2O

Gg-CH4/本

6.8*10-4 Gg-N2O/本

0.020

0.001

2.7*10-7

25%

25%

25%

10%CO2テスト時

CH4テスト時

N2Oテスト時

5.7*10-3

2.7*10-4

排出係数 排出量活動量

Gg-CO2Gg-CO2/本

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

表 26 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

（b）生産（1.B.2.a.ii.） 

1） 生産時（1.B.2.a.ii.）CO2, CH4 

（i） 背景 

原油の生産時に CO2, CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

原油生産時に漏出する CO2, CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

原油生産に伴う排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1 を用いて

CO2, CH4の排出量の算定を行う。 

（ｳ） 算定式 

原油生産時の漏出については、原油生産量に排出係数を乗じて排出量を算定する。 

 

 
E : 原油の生産に伴い漏出する CO2, CH4の量（Gg-GHG） 

EF : 排出係数（Gg-GHG/1,000m3） 
A : 原油生産量（1,000kl） 

AEFE *=
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（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

国内における原油 1,000 m3の生産に伴い漏出する CO2及び CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

原油生産時の漏出については、GPG (2000)に示された排出係数を使用する。なお、原油生

産時の漏出の CH4の排出係数については、デフォルト値の中間値を用いる。また、N2Oのデ

フォルト値は「0」のため算定対象外とする。 

（ｳ） 排出係数の推移 

排出係数は、全年においてデフォルト値を使用する。 

表 27 原油生産に伴う排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 

原油生産時の漏出 Gg/1,000m3 1） 2.7*10-4 1.45*10-3 2） 0 
1) m3=kl 
2) デフォルト値は、1.4*10-3～1.5*10-3 

 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 28 排出係数の出典 
データ 出典 

原油生産時の排出係数 GPG (2000)page 2.86 table 2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 海外の油田から産出される原油とわが国のそれは組成が異なるため、デフォルト値で

はわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

わが国における原油の生産量（1,000 kl）。ただしコンデンセートは含まない。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

わが国における原油の生産量については、経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 420 667 717 657 624 623 601

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 575 497 427 386 334 295 344

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.11 0.18 0.19 0.18 0.17 0.17 0.16
CH4排出量 Gg-CH4 0.61 0.97 1.04 0.95 0.90 0.90 0.87

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.16 0.13 0.12 0.10 0.09 0.08 0.09
CH4排出量 Gg-CH4 0.83 0.72 0.62 0.56 0.48 0.43 0.50

及び「資源・エネルギー統計年報」に示されたわが国における原油生産量を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度における原油生産量の推移は以下の通り。 

 

表 29 原油生産量の推移 

 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 30 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 原油生産量（1990～2000年度） 
 

表 31 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 原油生産量（2001～2003年度） 

（ｵ） 活動量の課題 

特になし。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

表 32 生産時における CO2, CH4排出量の推計結果 
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（vi） その他特記事項 

特になし。 

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方針 

原油生産時の CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値を採用し

ている。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert 

Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているため、

GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CO2, CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

ii） 評価結果 

原油生産時の CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方針 

原油の生産に伴う漏出の活動量は、「エネルギー生産・需給統計年報」に基づく原油の生

産量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性として平

成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「エネルギー生産・需給統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動

態統計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、原油の生産については、全生

産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として

5％を採用する。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 2.7*10-4 Gg-CO2/1,000kl 25% 5% 0.22 Gg-CO2 25%
CH4 1.45*10-3 Gg-CH4/1,000kl 25% 5% 1.20 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

830 1,000kl

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 33 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

2） 点検時（1.B.2.a.ii.）CO2, CH4 

（i） 背景 

稼動中の油田の点検時に測定器を井中に下ろす際等に CO2, CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

油田生産井の点検時に漏出する CO2, CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

油田生産井の点検に伴う漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1 を

用いて CO2, CH4の排出量の算定を行う。 

（ｳ） 算定式 

原油生産井の点検時の漏出については、原油生産井数に排出係数を乗じて排出量を算定す

る。 

 

 
E : 原油生産井の点検時に排出される CO2, CH4の量 

EF : 排出係数（Gg-GHG/本） 
A : 坑井数（本） 

AEFE *=
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（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

生産井の点検の際に１本あたりから１年間に排出される CO2及び CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

油田生産井の点検に伴う漏出については、GPG (2000)に示された排出係数を使用する。なお、

N2Oのデフォルト値は「0」のため算定対象外とする。 

（ｳ） 排出係数の推移 

排出係数は、全年においてデフォルト値を使用する。 

表 34 原油生産井の点検に伴う漏出の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 

生産井 Gg/坑井数 4.8*10-7 6.4*10-5 0 
 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 35 排出係数の出典 
データ 出典 

点検時の排出係数 GPG (2000) page 2.86 table 2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 海外の油田から産出される原油とわが国のそれは組成が異なるため、デフォルト値で

はわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

わが国における原油生産井数（本）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

わが国における原油生産井数については、経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」

に示された各年の５月末の坑井数を用いた。生産井は、需要に合わせて生産停止、再開を行

う油田があるため、通年では坑井数の増減があり一年を通して一定ではない。冬の需要期を

挟んだ 10 月～５月頃が平均と考えられるため、各年の５月末の坑井数を当該年の代表値と

して採用している。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
生産井数 本 691 671 667 647 564 518 329

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
生産井数 本 322 310 305 279 247 247 247

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.0003 0.0003 0.0003 0.0003 0.0003 0.0002 0.0002
CH4排出量 Gg-CH4 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.02

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.0002 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
CH4排出量 Gg-CH4 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003 年度における原油生産井数の推移は以下の通り。2002 年以降は生産井数の統計

項目が廃止されたため、2002年度以降は 2001年度と同じ値を使用している。 

 

表 36 原油生産井数の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 37 活動量の出典 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2001年のデータ 

対象データ 生産井数（1990～2001年度） 
 

（ｵ） 活動量の課題 

・ 天然ガス鉱業会が原油・天然ガスの生産井数データを把握しており、2002年の原油・

天然ガスの生産井数の比を用いて原油・天然ガス別の生産井数を推計することが可能

である。この推計手法について、データの継続性、正確性の観点からその妥当性を検

討する。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

表 38 油田点検時の CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 4.8*10-7 Gg-CO2/本 25% 5% 0.0001 Gg-CO2 25%
CH4 6.4*10-5 Gg-CH4/本 25% 5% 0.02 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

247 本

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

「原油生産時の漏出（1.B.2.a.ii.）CO2, CH4」に同じ。 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方針 

油田点検時の漏出の活動量は、「エネルギー生産・需給統計年報」に基づく原油月末坑井

数を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性として平成

14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「エネルギー生産・需給統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動

態統計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、原油の生産については、全生

産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として

5％を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 39 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 
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（c）輸送（1.B.2.a.iii） 

1） 原油の輸送 CO2, CH4 

（i） 背景 

原油をパイプライン、ローリー、タンク貨車等で製油所へ輸送する際に CO2, CH4が漏出す

る。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

海上輸送分は全量パイプライン輸送であり輸送に伴う漏出はないものと考えられるため、

ここでは陸上での輸送時の漏出を算定対象とする。また、陸上輸送分はパイプライン、ロー

リー、タンク貨車など幾つかの手段で輸送されているが統計的に分離することが困難なこと

から、全量をタンクローリー及び貨車で輸送しているものと仮定して算定する。 

（ｲ） 算定方法の選択 

輸送時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1を用いて CO2, CH4

排出量を算定する。 

（ｳ） 算定式 

原油の生産量に排出係数を乗じて排出量を算定する。 

 
 

E : 原油の輸送に伴う CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/1,000kl） 
A : 原油の生産量（1,000 kl） 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

国内における原油 1,000 klの輸送に伴い漏出する CO2, CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

GPG (2000)に示された「タンクローリー及びタンク貨車」の排出係数のデフォルト値を用

いる。 

AEFE *=
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 420 667 717 657 624 623 601

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 575 497 427 386 334 295 344

 

（ｳ） 排出係数の推移 

全年においてデフォルト値を使用する。 

表 40 原油輸送時に伴う CO2及び CH4の排出係数 
 単位 排出係数 

CO2 Gg-CO2/103 kl 2.3*10-6 
CH4 Gg-CH4/103 kl 2.5*10-5 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 41 排出係数の出典 
データ 出典 

原油輸送時の CO2及び CH4の排出係数 GPG (2000)page 2.87 table 2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

1.000klで表した国内で産出される原油の量（コンデンセートは含まない）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

国内で産出される原油の量については、経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」及

び「資源・エネルギー統計年報」に示されたわが国における原油生産量を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度における原油量は以下の通り。 

 

表 42  原油の生産量の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 43 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2の排出量 Gg-CO2 0.001 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001
CH4の排出量 Gg-CH4 0.011 0.017 0.018 0.016 0.016 0.016 0.015

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2の排出量 Gg-CO2 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
CH4の排出量 Gg-CH4 0.014 0.012 0.011 0.010 0.008 0.007 0.009

対象データ 原油生産量（1990～2000年度） 
 

表 44 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 原油生産量 （2001～2003年度） 
 

（ｵ） 活動量の課題 

・ 特になし。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 45  原油の輸送に伴う CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方針 

原油の輸送に伴う CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値を採

用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert 

Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているため、

GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 2.3*10-6 Gg-CO2/103kl 25% 5% 0.001 Gg-CO2 25%
CH4 2.5*10-5 Gg-CH4/103kl 25% 5% 0.009 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

344*103 kl

ii） 評価結果 

原油の輸送に伴う CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方針 

原油の輸送に伴う漏出の活動量は、「資源・エネルギー統計年報」に基づく原油の生産量

を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性として平成

14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、原油の生産については、全生産事

業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として 5％

を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 46 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 
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2） コンデンセートの輸送 CO2, CH4 

（i） 背景 

コンデンセートを輸送する際に CO2, CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

輸送されるコンデンセートからの漏出する CO2, CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

コンデンセートの輸送時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1

を用いて CO2, CH4排出量を算定する。 

（ｳ） 算定式 

コンデンセートの生産量に排出係数を乗じて排出量を算定する。 

 
 

E : コンデンセートの輸送に伴う CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/1,000 m3） 
A : コンデンセートの生産量（1,000 kl） 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

国内におけるコンデンセート 1,000 m3の輸送に伴い漏出する CO2, CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

GPG (2000)に示された排出係数のデフォルト値を用いる。 

（ｳ） 排出係数の推移 

全年においてデフォルト値を使用する。 

表 47 コンデンセート輸送時に伴う CO2及び CH4の排出係数 
 単位 排出係数 

CO2 Gg-CO2/103 m3 7.2*10-6 
CH4 Gg-CH4/103 m3 1.1*10-4 

AEFE *=



 32

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
コンデンセート生産量 103 kl 234 279 264 242 239 243 233

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
コンデンセート生産量 103 kl 266 276 301 375 399 461 487

（ｴ） 排出係数の出典 

表 48 排出係数の出典 
データ 出典 

コンデンセート輸送時のCO2及びCH4の排

出係数 
GPG (2000)page 2.86 table 2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

国内で産出されるコンデンセートの量（1,000 kl）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

国内で産出されるコンデンセートの量については、経済産業省「エネルギー生産・需給統

計年報」及び「資源・エネルギー統計年報」に示されたわが国におけるコンデンセート生産

量を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度におけるコンデンセート量は以下の通り。 

 

表 49  コンデンセートの生産量の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 50 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ コンデンセート生産量（1990～2000年度） 
 

表 51 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2の排出量 Gg-CO2 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
CH4の排出量 Gg-CH4 0.026 0.031 0.029 0.027 0.026 0.027 0.026

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2の排出量 Gg-CO2 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.003 0.004
CH4の排出量 Gg-CH4 0.029 0.030 0.033 0.041 0.044 0.051 0.054

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ コンデンセート生産量 （2001～2003年度） 
 

（ｵ） 活動量の課題 

・ 特になし。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 52  コンデンセートの輸送に伴う CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方針 

コンデンセートの輸送に伴う CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示さ

れた値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判

断（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされ

ているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

ii） 評価結果 

コンデンセートの輸送に伴う CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％で

ある。 
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排出係数の
不確実性

活動量
活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 7.2*10-6 Gg-CO2/103 kl 25% 5% 25%
CH4 1.1*10-4 Gg-CH4/103 kl 25% 5% 25%

排出係数 排出量

487*103 kl
0.004 Gg-CO2

0.054 Gg-CH4

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方針 

コンデンセートの輸送に伴う漏出の活動量は、「資源・エネルギー統計年報」に基づく原

油の生産量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性と

して平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、コンデンセートの生産については、

全生産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値と

して 5％を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 53 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

 

 

（d）精製及び貯蔵（1.B.2.a.iv）CO2 

わが国では原油及び NGLの精製及び貯蔵は行われており、原油中に CO2が溶存している場合
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には当該活動により CO2が排出されることが考えられる。当該活動による CO2の排出はごく微量

と考えられるが、原油中の CO2含有量の測定例は存在しないため現状では排出量の算定はできな

い。また、排出係数のデフォルト値もないことから「NE」として報告する。 

（e）精製及び貯蔵（1.B.2.a.iv）CH4 

1） 背景 

石油精製所で原油精製及び貯蔵する際に CH4が漏出する。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

原油の精製・貯蔵に伴い排出される CH4の量。 

（ii） 算定方法の選択 

精製時及び貯蔵時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1 を用

いて排出量の算定を行う。ただし、貯蔵時の漏出については、わが国独自の排出係数を用い

ることができるため、これを用いて排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

精製された原油の量に排出係数を乗じて算定する。 

 

 
E : 原油の精製時及び貯蔵時に漏出する CH4の量 

EFi : 排出係数（kg-CH4/PJ） 
A : 精製された原油の量（PJ） 
i : 精製時、貯蔵時 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

原油１PJの精製、貯蔵に伴い排出される CH4の量（kg）。 

∑= AEFE i *
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（ii） 設定方法 

（ｱ） 原油の精製 

原油の精製については、わが国独自の排出係数が存在しないため、1996年改訂 IPCCガイ

ドラインに示されたデフォルト値を用いることとする。 

また、デフォルト値は上限値及び下限値が示されているが、わが国においては、原油精製

時に CH4の漏出は通常運転時には起こり得ないため、原油精製に伴う CH4の排出は非常に

少量であると考えられる。このことから当該排出源の排出係数としてデフォルト値の下限値

を用いることとする。 

 

表 54 1996年改訂 IPCCガイドラインにおける原油の排出係数 

 

 

 
※：デフォルト値は 90～1,400 

（ｲ） 原油の貯蔵 

原油の貯蔵施設としては、固定屋根タンクと浮屋根タンクの２種類がある。わが国におい

ては全ての原油貯蔵施設で浮屋根原油タンクを用いていることから、CH4の漏出量は非常に

少ないと考えられる。CH4の漏出が起こるとすれば、貯蔵油を払い出す際の浮き屋根下降に

伴い、原油で濡れた壁面が露出し付着した油が蒸発し、わずかな CH4の漏出が起こる場合で

ある。 

石油連盟では浮屋根貯蔵タンクの模型を作成して壁面からの CH4 蒸発に関する実験を行

い、その結果に基づき、CH4排出の推計を行っている。 

原油の貯蔵に係る排出係数は、石油連盟の推計結果（0.007千 t/年（1998年度））を低位発

熱量に換算した活動量で除して排出係数を設定する。 

 

表 55 原油貯蔵施設の概要 
タンクの形式 形状 油蒸気の大気中への拡散 
固定屋根タンク  

 
 
 
 

油蒸気の大気中への拡散大 
・貯蔵液面と屋根との空間に、常時油蒸気が充

満しており、外気温度の変化や油の出し入れ

により油蒸気が拡散する。 

浮屋根タンク  
 
 
 
 

油蒸気の大気中への拡散微少 
・貯蔵液表面に密着して浮き屋根を設けている

ため、油蒸気の充満が無くほとんど大気中に

拡散しない。 

 

 

 kg-CH4/PJ 
原油の精製 （Crude Oil Transportation, Storage  and 

Refining/Refining/Oil Refined） 90※ 
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表 56 原油の貯蔵に関わる排出係数 
CH4排出量 
（kg-CH4/y） 

原油の石油精製業への投入量 
（PJ：GCVベース） 

原油の石油精製業への投入量 
（PJ：NCVベース）＊ 

排出係数 
（kg-CH4/PJ）

7,000 9,921 9,425 0.7427 
＊NCV ＝ 0.95×GCVとして換算 

（iii） 排出係数の推移 

原油の精製及び貯蔵の排出係数は一定とする。 

 

表 57  原油の貯蔵・精製における CH4の排出係数 
 単位 排出係数 

精製 kg-CH4/PJ 90
貯蔵 kg-CH4/PJ 0.7427

（iv） 排出係数の出典 

原油の貯蔵の排出係数については、石油連盟「『石油業界の地球環境保全自主行動計画』フォ

ローアップ」（1999年９月）に示されている CH4排出量から逆算して推計した。 

 

表 58 排出係数の出典 
データ 出典 

原油の精製の排出係数 1996年改訂 IPCCガイドライン p.1.121 table 1-58 
 

（v） 排出係数の課題 

・ わが国の場合、原油精製時の通常運転時に CH4の漏出は起こり得ないため、原油精製

に伴う CH4の排出は非常に少量であると考えられる。しかし、わが国独自の排出係数

を設定するための実測データが存在しないため、新たな排出係数を設定するためには

関連業界等から設定根拠となる情報を入手するか実測する必要がある。 

4） 活動量 

（i） 定義 

国内で精製された原油・NGLの量（PJ）。 

（ii） 活動量の把握方法 

精製時、貯蔵時の活動量については資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」に示された、

石油精製業で精製された原油及び NGLを低位発熱量に換算した値を用いる。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における原油、NGLの精製量は以下の通り。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
原油、NGL精製量 PJ:NCV 7,888 7,979 8,592 8,779 9,216 9,047 9,010

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
原油、NGL精製量 PJ:NCV 9,292 8,888 8,715 8,892 8,458 8,486 8,593

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①精製 Gg-CH4 0.71 0.72 0.77 0.79 0.83 0.81 0.81
②貯蔵 Gg-CH4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
計 Gg-CH4 0.72 0.72 0.78 0.80 0.84 0.82 0.82

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①精製 Gg-CH4 0.84 0.80 0.78 0.80 0.76 0.76 0.77
②貯蔵 Gg-CH4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
計 Gg-CH4 0.84 0.81 0.79 0.81 0.77 0.77 0.78

 

表 59 活動量の推移 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 60 活動量の出典 

資料名 「総合エネルギー統計」（資源エネルギー庁） 
1990～2003年度分 

発行日 2005年２月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度 

対象データ 原油、NGLの精製量 （1990～2003年度） 
行番号 #2610 

 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 61  原油の精製及び貯蔵に伴う CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

特になし。 
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7） 不確実性評価 

a） 原油及び NGLの精製に伴う漏出 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

原油及び NGLの精製に伴う CH4の漏出の排出係数は、1996年改訂 IPCCガイドラインに

示された値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家

の判断（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることと

されているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

原油及び NGLの精製に伴う CH4の漏出の排出係数の不確実性は、25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

原油及び NGLの精製に伴う漏出の活動量と、原油及び NGLの貯蔵に伴う漏出の活動量は同

じ値を採用しているため、以下に一括して不確実性評価の内容を示す。 

（ｱ） 評価方針 

原油及び NGLの精製及び貯蔵に伴う燃料からの漏出の活動量は、「総合エネルギー統計」

に基づく国内で精製及び貯蔵された PJ（高位発熱量）で表した原油の量を低位発熱量に換算

した値を採用している。 

当該統計については、燃料分野（1A）で活動量の不確実性の評価を行っているので、そ

の結果を採用する。 

また、排出量は以下の式で算出され、活動量は A＝（A1＋A2）と表されることから、活動

量の不確実性の合成方法に従い、原油及び NGＬそれぞれの不確実性を合成することとする。 

 
 
 
  E：原油及び NGLの精製及び貯蔵に伴う燃料からの CH4の漏出量 
  EF：排出係数 
  A1：原油の精製及び貯蔵量 
  A2：NGLの精製及び貯蔵量 

( )21* AAEFE +=
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不確実性Uai

注1）
合成後の
不確実性

原油 8,447 PJ 0.9%
NGL 146 PJ 0.9%

0.9%

精製された量Ai (Uai*Ai)
2

5,780
2

排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

90 kg-CH4/PJ 25% 8,593 PJ 0.9% 0.77 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

 

（ｲ） 評価結果 

原油及び NGLの精製及び貯蔵に伴う燃料からの漏出の活動量の燃料種ごとの不確実性は、

表 62の通り原油：0.9%、NGL：0.9%である2。 

活動量の不確実性は、以下の式により合成する。 

 

 

 

 

 

上記式より算出した活動量の不確実性の合成結果は表 62に示す通りである。 

 

表 62 原油及び NGLの精製に伴う燃料からの漏出の活動量の不確実性の評価結果 

 

 

 

注１） 統合報告書（燃料の燃焼分野）算定値 

 

よって原油及び NGLの精製及び貯蔵に伴う燃料からの漏出の活動量の不確実性は、0.9%

である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 活動量の不確実性は、燃料分野において算出された不確実性を合成して求めているが、

これはエネルギーバランス表全体の不確実性を各燃料種に均等に割り当てた結果を

基に算出した不確実性であることから、原油及び NGL の不確実性が個別に評価でき

る場合には、個別に評価した不確実性を合成して不確実性を求めることが望ましいと

考えられる。 

（iii） 排出量 

原油及び NGLの精製に伴う排出量の不確実性は、以下の通りである。 

表 63 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

                                                  
2 燃料種毎の不確実性は、エネルギーバランス表全体の不確実性を各燃料種に均等に割り当てて算出して
いる。 

( ) ( )

の不確実性（％）　：要素 nAn

AA
totalA

AU
AA

AUAU
U

21

2
22

2
11 **
+
+

=−
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

0.74 kg-CH4/PJ 25% 8,593 PJ 0.9% 0.01 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

b）原油及び NGLの貯蔵に伴う漏出 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

原油及び NGLの貯蔵に伴う CH4の漏出の排出係数は、模型を用いた実験に基づく値を採

用している。 

排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、実測データが得られていないこと

から、専門家の判断（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を

用いることとされているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

原油及び NGLの貯蔵に伴う燃料からの漏出の排出係数の不確実性は、25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

「原油及び NGLの精製に伴う漏出」に同じ。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 64 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

関連業界から原油の精製時の CH4排出状況についての情報が提示された場合には、必要に応

じて排出係数の見直しを検討する。 

 

（f）供給（1.B.2.a.v）CO2, CH4 

わが国では石油製品の供給は行われており、石油製品中に CO2及び CH4が溶存している場合
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には当該活動により CO2及び CH4が排出されることが考えられる。当該活動による CO2, CH4の

排出は、石油製品の組成を考慮するとほぼ無いと考えられるが、石油製品中の CO2及び CH4の溶

存量の測定例は存在しないため現状では排出量の算定はできない。また、排出係数のデフォルト

値もないことから「NE」として報告する。 

② 天然ガス（1B.2.b.） 

（a）試掘（1B.2.b.-）CO2, CH4, N2O 

わが国ではガス田の試掘は行われており、当該活動による CO2, CH4, N2Oの排出はあり得る。

しかし、試掘する以前に油田とガス田を区別することが困難なため、既に排出量が算定されてい

る「（1.B.2.a.i.）油田の試掘に伴う漏出（exploration）」に一括して計上することとし、「IE」とし

て報告する。 

（b）生産及び処理（1.B.2.b.i.） 

1） 天然ガス生産時 CO2, CH4 

（i） 背景 

天然ガスの生産時に CO2, CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

天然ガスの生産時に漏出する CO2, CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

天然ガスの生産時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1 を用

いて CO2, CH4排出量の算定を行う。 

（ｳ） 算定式 

天然ガスの生産量に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 天然ガスの生産に伴う CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/106 m3） 
A : 天然ガスの生産量（106 m3） 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

AEFE *=
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（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

国内における天然ガス 106ｍ3の生産に伴い漏出する CO2及び CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示された

デフォルト値を採用する。ただし、CH4については中間値を採用する。 

（ｳ） 排出係数の推移 

全年においてデフォルト値を使用する。 

表 65 天然ガス生産時の漏出の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 2） 
天然ガス生産（漏出） Gg/106 m3 9.5*10-5 2.75*10-3 1） 0 

1) デフォルト値は、2.6*10-3～2.9*10-3 
2) デフォルト値が「0」のため算定対象外としている。 

 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 66 排出係数の出典 
データ 出典 

天然ガス生産時の漏出の排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 海外の油田及びガス田から産出される天然ガスとわが国のそれは組成が異なるため、

デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

国内で産出される天然ガスの量（106m3）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」及び「資源・エネルギー統計年報」に示され

た天然ガスの生産量を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度における天然ガスの生産量は以下の通り。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガス生産量 106m3 2,066 2,173 2,155 2,229 2,272 2,237 2,209

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガス生産量 106m3 2,301 2,297 2,313 2,499 2,466 2,752 2,814

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.20 0.21 0.20 0.21 0.22 0.21 0.21
CH4 排出量 Gg-CH4 5.68 5.98 5.93 6.13 6.25 6.15 6.08

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.22 0.22 0.22 0.24 0.23 0.26 0.27
CH4 排出量 Gg-CH4 6.33 6.32 6.36 6.87 6.78 7.57 7.74

表 67 天然ガスの生産量の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 68 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（1990～2000年度） 
 

表 69 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（2001～2003年度） 

（ｵ） 活動量の課題 

・ 特になし。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 70 天然ガス生産時の CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 
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（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方法 

天然ガス生産時の CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値を採

用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert 

Judgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているた

め、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

ii） 評価結果 

天然ガス生産時の CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方法 

天然ガス生産時の漏出の活動量は、「資源・エネルギー統計年報」に基づく天然ガス生産

量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性として平成

14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、天然ガスの生産については、全生

産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として

5％を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 9.5*10-5 Gg-CO2/106m3 25% 5% 0.27 Gg-CO2 25%
CH4 2.75*10-3 Gg-CH4/106m3 25% 5% 7.74 Gg-CH4 25%

排出量排出係数 活動量

2,814 106m3

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 71 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

2） ガス田点検時の漏出 CO2, CH4 

（i） 背景 

稼働中のガス田において点検時に測定器を井中に降ろす際に CO2及び CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

稼働中のガス田において点検時に漏出する CO2, CH4の排出量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

天然ガス生産井の点検時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1

を用いて CO2, CH4排出量の算定を行う。 

（ｳ） 算定式 

生産井の坑井数に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 天然ガス生産井の点検時の CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/本） 
A : 生産井数（本） 

 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

AEFE *=
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（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

点検時に天然ガス生産井１本から１年間に排出される CO2及び CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

活動量あたりの排出量の変動はあると考えられるが、わが国における実測データ及び独自

の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示されたデフォルト値を採用する。 

（ｳ） 排出係数の推移 

天然ガス生産井の点検時の漏出の排出係数は一定とする。 

 

表 72 天然ガスの生産井の点検時の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 
生 産 井 の 点 検 時

（Servicing） 
Gg-GHG 4.8*10-7 6.4*10-5 0 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 73 排出係数の出典 
データ 出典 

ガス田点検時の漏出の排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 海外の油田及びガス田から産出される天然ガスとわが国のそれは組成が異なるため、

デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

国内の生産井の坑井の数（井数）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」に示された天然ガスの生産井数を使用する。

なお、生産井は、需要に合わせて生産停止、再開を行うガス田があるため、通年では増減が

あり、一年を通して一定ではない。冬の需要期を挟んで５月及び 10 月頃が平均と思われる

ため、各年の５月末の坑井数を当該年度の代表値として採用することとする。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003 年度における国内の天然ガスの生産井数の推移は以下の通り。2001 年に生産
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 単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガス生産井数 本 1,157 1,143 1,090 1,030 1,001 998 1,023

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガス生産井数 本 1,039 999 985 987 1,031 1,031 1,031

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.00056 0.00055 0.00052 0.00049 0.00048 0.00048 0.00049
CH4 排出量 Gg-CH4 0.07 0.07 0.07 0.07 0.06 0.06 0.07

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.00050 0.00048 0.00047 0.00047 0.00049 0.00049 0.00049
CH4 排出量 Gg-CH4 0.07 0.06 0.06 0.06 0.07 0.07 0.07

井数の統計項目が廃止されたため、2002年度以降は 2001年度と同じ値を使用した。 

 

表 74 国内の天然ガスの生産井数の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 75 活動量の出典 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2001年５月のデータ 

対象データ 月末坑井数（1990～2001年度） 
 

（ｵ） 活動量の課題 

・ 2002年以降の生産井数の統計項目が廃止された。天然ガス鉱業会が原油・天然ガスの

生産井数データを把握しており、2002年の原油・天然ガスの生産井数の比を用いて原

油・天然ガス別の生産井数を推計することが可能である。この推計手法について、デー

タの継続性、正確性の観点からその妥当性を検討する。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 76 ガス田点検時の排出量推計結果 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

特になし。 



 49

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方法 

ガス田点検時の CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値を採用

している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert 

Judgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているた

め、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

ii） 評価結果 

ガス田点検時の CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし 

（ｲ） 活動量 

i） 評価方法 

ガス田点検時の漏出の活動量は「資源・エネルギー統計年報」に基づく原油月末坑井数を

採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、平成 14 年度検討会設定

値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

ii） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、天然ガスの生産については、全生

産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として

5％を採用する。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 4.8*10-7 Gg-CO2/井数 25% 5% 0.00049 Gg-CO2 25%
CH4 6.4*10-5 Gg-CH4/井数 25% 5% 0.07 Gg-CH4 25%

排出量排出係数 活動量

1,031 本

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 77 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

3） 天然ガス処理時の漏出 CO2, CH4 

（i） 背景 

国内で産出した天然ガスの成分調整等の処理時に CO2, CH4が漏出する。 

（ii） 算定方法 

（ｱ） 算定の対象 

天然ガスの処理時に漏出する CO2及び CH4の量。 

（ｲ） 算定方法の選択 

天然ガス処理時の漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier１を用い

て CO2及び CH4の排出量の算定を行う。 

（ｳ） 算定式 

天然ガスの生産量に排出係数を乗じて排出量を算出する。 

 
 

E : 天然ガスの処理に伴う CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/106 m3） 
A : 天然ガスの生産量（106 m3） 

 

（ｴ） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

AEFE *=
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（iii） 排出係数 

（ｱ） 定義 

国内における天然ガス 106ｍ3の処理に伴い漏出する CO2及び CH4の量（Gg）。 

（ｲ） 設定方法 

GPG (2000)に示されたデフォルト値を採用する。ただし、CH4については中間値を採用す

る。 

（ｳ） 排出係数の推移 

天然ガス処理時の漏出の排出係数は一定とする。 

 

表 78 天然ガスの処理時の排出係数 
 単位 CO2 CH4

１） N2O ２） 
天然ガスの処理時－処理時全般 
（一般処理プラント） 

Gg/106 m3 2.7*10-5 8.8*10-4 0 

1) デフォルト値は、6.9*10-4 ～ 10.7*10-4 
2) デフォルト値が「0」のため算定対象外としている。 

（ｴ） 排出係数の出典 

表 79 排出係数の出典 
データ 出典 

天然ガスの処理時の排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（ｵ） 排出係数の課題 

・ 海外の油田及びガス田から産出される天然ガスとわが国のそれは組成が異なるため、

デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

（iv） 活動量 

（ｱ） 定義 

国内における天然ガスの生産量（106ｍ3）。 

（ｲ） 活動量の把握方法 

経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」及び「資源・エネルギー統計年報」に示さ

れた天然ガスの生産量を用いる。 

（ｳ） 活動量の推移 

1990～2003年度における天然ガスの生産量は以下の通り。 
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 単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガス生産量 106m3 2,066 2,173 2,155 2,229 2,272 2,237 2,209

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガス生産量 106m3 2,301 2,297 2,313 2,499 2,466 2,752 2,814

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06
CH4 排出量 Gg-CH4 1.82 1.91 1.90 1.96 2.00 1.97 1.94

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.06 0.06 0.06 0.07 0.07 0.07 0.08
CH4 排出量 Gg-CH4 2.02 2.02 2.04 2.20 2.17 2.42 2.48

表 80 天然ガスの生産量の推移 

 

 

 

 

（ｴ） 活動量の出典 

表 81 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（1990～2000年度） 
 

表 82 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（2001～2003年度） 
 

（ｵ） 活動量の課題 

・ わが国で産出される天然ガスの一種である水溶性ガスは極めて低圧のため漏出しな

いと考えられるため、これを活動量から除く必要があると考えられる。 

（v） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 83 天然ガス処理時の排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

（vi） その他特記事項 

天然ガス処理時の漏出の排出係数の概念にコンデンセート処理に伴う排出量が含まれてい

る。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 2.7*10-5 Gg/106m3 25% 5% 0.08 Gg-CO2 25%
CH4 8.8*10-4 Gg/106m3 25% 5% 2.48 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

2,814 106m3

（vii） 不確実性評価 

（ｱ） 排出係数 

i） 評価方法 

天然ガス処理時の CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値を採

用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断（Expert Ju

 dgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされているため、

GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

ii） 評価結果 

天然ガス処理時の CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25%である。 

iii） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ｲ） 活動量 

「天然ガス生産時の漏出」と同様。 

（ｳ） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 84 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

（viii） 今後の調査方針 

特になし。 

（c）輸送（1.B.2.b.ii.）CO2, CH4 

1） 背景 

パイプラインにより天然ガスを輸送する際に CO2及び CH4が漏出する。 
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2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

パイプラインによる天然ガスの輸送時に漏出する CO2及び CH4の量。 

（ii） 算定方法の選択 

天然ガスの輸送に伴う漏出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い Tier1を用い

て CO2及び CH4の排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

天然ガスのパイプライン敷設距離に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 天然ガスの輸送に伴う CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/km） 
A : 天然ガスのパイプライン敷設距離（km） 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

国内におけるパイプラインの敷設距離１kmから１年間に漏出する CO2, CH4の量（Gg）。 

（ii） 設定方法 

GPG (2000)に示されたデフォルト値を採用する。CH4については、中間値を採用する。 

（iii） 排出係数の推移 

天然ガスの輸送に伴う漏出の排出係数を一定とする。 

 

表 85  天然ガスの輸送の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 2）

天然ガスの輸送時の漏出

（Transmission） Gg-GHG/km-パイプライン 1.6*10-5 2.5*10-3 1） 0 

1) デフォルト値は、2.1*10-3～2.9*10-3 
2) デフォルト値が「0」のため算定対象外としている。 

 

AEFE *=
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガスパイプライン総延長 km 1,984 1,992 1,992 2,059 2,127 2,195 2,262

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガスパイプライン総延長 km 2,317 2,357 2,448 2,434 2,545 2,617 2,615

（iv） 排出係数の出典 

表 86 排出係数の出典 
データ 出典 

天然ガスの輸送に伴う排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（v） 排出係数の課題 

・ わが国における天然ガスパイプライン中の天然ガスの圧力は海外における天然ガス

の圧力と違うと考えられるため、デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していな

い可能性があると考えられる。 

4） 活動量 

（i） 定義 

国内に敷設されている天然ガスのパイプライン敷設距離（km）。 

（ii） 活動量の把握方法 

天然ガスのパイプライン敷設距離については、天然ガス鉱業会「天然ガス資料年報」に示さ

れたパイプライン敷設距離を用いる。ただし、最新年度は掲載されていないため、最新年につ

いては暦年値を採用する。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における天然ガスのパイプライン敷設距離は以下の通り。 

 

表 87 天然ガスのパイプライン敷設距離の推移 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 88 活動量の出典 
資料名 「天然ガス資料年報」（天然ガス鉱業会） 
発行日 ～2004年３月 31日 

記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 天然ガスのパイプライン敷設距離（1990～2003年度） 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2 Gg-CO2 0.032 0.032 0.032 0.033 0.034 0.035 0.036
CH4 Gg‐CH4 4.96 4.98 4.98 5.15 5.32 5.49 5.66

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2 Gg-CO2 0.037 0.038 0.039 0.039 0.041 0.042 0.042
CH4 Gg‐CH4 5.79 5.89 6.12 6.09 6.36 6.54 6.54

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 89 天然ガスの輸送時の排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの輸送に伴う CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示された値

を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判断

（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとされて

いるため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

天然ガスの輸送に伴う排出の排出係数の不確実性は、CO2, CH4ともに 25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの輸送に伴う漏出の活動量は、「天然ガス資料年報」に基づく天然ガスパイプラ

イン施設距離の値を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 1.6*10-5 Gg-CO2/km 25% 10% 0.06 Gg-CO2 27%
CH4 2.5*10-3 Gg-CH4/km 25% 10% 9.15 Gg-CH4 27%

排出係数 活動量 排出量

2,615 km

実性として平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「天然ガス資料年報」は統計法に基づかない業界独自の統計であり、全ての事業者が対象

となっていることから、平成 14年度検討会が設定した不確実性の値として 10%を採用する。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 90 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

（d）供給（1B.2.b.ii-）CO2 

天然ガスの供給（都市ガスの生産）に伴う排出については、インベントリにおける「1.b.2.b. 

Natural Gas Distribution」に相当すると整理している。1996年改訂 IPCCガイドラインの定義と、

この都市ガスの生産は正確には合致しないと考えられるが、都市ガスの生産に伴う排出を報告す

るのに適当な区分が他にないことから、都市ガスの生産に伴う排出は、上記区分に計上すること

とする。 

わが国では都市ガスの生産を行っており、また都市ガスの 93％程を占める LNG系の都市ガス

中には CO2は存在しないが、国産天然ガスには微量の CO2が含まれていることから、国産天然ガ

スから都市ガスを生産する際に、微量の CO2の漏出が考えられる。排出係数が不明であることか

ら、排出量の算定は出来ないが、最大で見積もっても 11t-CO2であるため、「NE」と報告する。 

また、天然ガスの供給を受け、それを使用している事業者としては、「総合エネルギー統計」

より電気事業者、都市ガス事業者、化学工業、その他製造業、民生業務が考えられるが、都市ガ

ス事業者以外は、後述する「工場及び発電所における漏出、民生部門（家庭及び業務）における

漏出（1.B.2.b.iii.other）」に該当すると考えられることから、本区分「1.b.2.b. Natural Gas Distribution」

に相当する活動としては、都市ガスの生産に関連する活動のみが考えられる。ただし、今後本区

分において都市ガスの生産に関連する活動以外の活動が認められる際には、区分の定義及び都市
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ガスの生産における排出量を計上する区分も含めて検討が必要である。 

 
＜都市ガスの生産における CO2排出量の推定＞ 

都市ガスの生産に使用される LNGには CO2が全く存在しないので、以下では国産天然ガスか

ら都市ガスを生産する際の CO2漏出量を推計する。 

（a） 都市ガスの生産による CH4漏出量及び天然ガス使用量 

都市ガスの生産に伴う CH4の排出係数及び天然ガス使用量は以下の通りである。 

・CH4排出係数   905.41（kg-CH4/PJ） 

・天然ガス使用量   57（PJ／年）（1999年度） 

 

（b） 国産天然ガスの組成 

都市ガスの生産に使用される国産天然ガスの組成についてはデータがないことから、ここでは

一般的な国産天然ガスの組成より漏出量を推計する。国産天然ガス中の CH4と CO2の比率は表 

91の通りであり、CH4に対する CO2の比率は最大でも 7.5％と想定される。 

 

（c） 都市ガスの製造に伴う CO2漏出量推計 

都市ガスの製造に伴い排出される CO2は、都市ガスの生産に伴い排出される CH4と伴に、天

然ガスの組成割合に応じて漏出すると考えられる。（a）より 

  905kg-CH4/PJ÷16g-CH4/mol＝56.6kmol･CH4/PJ 

 

（b）より CH4に対する CO2の割合は最大でも 7.5％であるので CO2の排出係数の上限は以下

の通り推計される。 

 

55.6kmol･CH4／PJ×7.5％×44g- CO2／mol＝187kg- CO2／PJ 

 

ここで天然ガスの使用量は 57PJ/年であることから、CO2 の排出量の最大量は以下の通り推計

される。 

 

CO2排出量（最大）＝187kg- CO2/PJ×57PJ/年＝10,659kg- CO2/年 

             �11t-CO2/年 

 

よって CO2の漏出量は 0.5 Ggより十分少ない。 

 

表 91 国産天然ガスの CO2と CH4比率 
 データ番号 ①CH4 

組成（％）

②CO2 
組成（％）

CO2／CH4比率 
②／①（％） 

１ 86.76 2.73 3.1 
２ 88.79 5.90 6.6 
３ 95.09 0.81 0.9 
４ 97.50 0.83 0.9 

構造性ガス 

５ 87.42 0.51 0.6 
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６ 80.69 0.08 0.1 
７ 89.75 0.11 0.1 
８ 89.01 0.12 0.1 
９ 92.60 0.78 0.8 
１０ 88.15 0.15 0.2 
１１ 88.60 0.12 0.1 
１２ 86.40 2.25 2.6 
１３ 86.70 0.70 0.8 
１４ 86.15 0.75 0.9 
１５ 88.83 0.07 0.1 
１６ 83.25 6.27 7.5 
１７ 95.75 0.03 0.0 
１８ 88.40 3.30 3.7 

 

１９ 94.70 0.88 0.9 
１ 98.66 1.15 1.2 
２ 98.15 1.53 1.6 
３ 98.57 0.46 0.5 

水溶性ガス 

４ 98.79 1.05 1.1 

 

（e）供給（1B.2.b.ii-）CH4 

1） 背景 

都市ガスの原料として液化天然ガス及び天然ガスを使用する際に CH4が漏出する。主な排出

源は、ガス分析時のサンプリングからの漏出、製造設備の定期整備等における漏出である。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

都市ガスの原料として液化天然ガス及び天然ガスを使用する際に排出される CH4の量。 

（ii） 算定方法の選択 

天然ガスの供給については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従って、Tier1 を用いて CH4

排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

都市ガスの原料として使用された液化天然ガス、天然ガスの量に排出係数を乗じて算定する。 
 
 

E : 都市ガスの原料として液化天然ガス及び天然ガスを使用する際に排出される CH4 の

排出量（kg-CH4） 
EF : 排出係数（kg-CH4/PJ） 
A : 都市ガスの原料として用いられた LNG及び天然ガスの量（PJ） 

AEFE *=
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（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

都市ガスの原料として、液化天然ガス及び天然ガスを１PJ 使用した際に排出される CH4の

量（kg）。 

（ii） 設定方法 

国内大手４社の LNG受入・都市ガス生産基地（９基地）及び４社以外の液化天然ガス受入・

都市ガス生産基地（３基地）ならびに、サテライト基地（27事業所）、天然ガス受入・都市ガ

ス生産基地については、LPG熱調（15事業所）、空気希釈（24事業所）、天然ガス改質（４事

業所）における通常作業及び定期整備・建設等に排出される CH4の量を実測している。主な排

出源は、ガス分析時のサンプリングガス、製造設備の定期整備等において排出される残ガス等

が挙げられる。 

 原料使用量の約 94%を占める大手４社の受入・都市ガス生産基地９基地については全数調

査を実施し、他施設については代表的な施設（最も精度良く排出量を計測できる施設）の実測

値、分析機器の仕様値等をもとに、排出係数を算出した。 

また、都市ガス製造に用いる「天然ガス」は「購入天然ガス等」を指しており、「液化天然

ガス（気化ガス）」と「国産天然ガス」の混合分である。次表に示すように、「天然ガス」の構

成割合は小さいこと、また、原料が「天然ガス」と「液化天然ガス」では排出要因であるガス

サンプリング・分析形態等については基本的な差がないことから、「液化天然ガス」と「天然

ガス」は同じ排出係数を設定することとする。 

（iii） 排出係数の推移 

1990年～2003年における排出係数を一定とする。 

 

表 92 天然ガスの供給の排出係数 
原料 LNG使用量 都市ガスの生産形態 

 LNG 
（千ｔ/年）

構成割合 
（％） 

メタン排出量 
（千ｔ/年） 

国内大手４社の LNG 受入・都市ガ
ス生産基地（９基地） 

12,780 93.9 0.603

サテライト基地（27事業所） 107 0.8 0.019
４社以外の LNG 受入・都市ガス生
産基地（３基地） 

116 0.9 0.016

計 13,003 95.6 0.638
 707.36 [PJ] 638,000[kg]

原料 NG使用量 都市ガスの生産形態 
 NG 

（106m3/年）
構成割合 
（％） 

メタン排出量 
（千ｔ/年） 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
LNG PJ: GCV 464 514 552 605 624 676 716
天然ガス PJ: GCV 40 42 44 46 45 48 50

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
LNG PJ: GCV 755 775 823 864 892 982 1,006
天然ガス PJ: GCV 52 54 57 61 62 68 73

LPG熱調（15事業所） 347.6 1.9 0.012
空気希釈（24事業所） 229.5 1.3 0.016
NG改質（４事業所） 218.9 1.2 0.004
計 796.1 4.4 0.032
 32.64[PJ] 32000[kg]

合計（PJ、kg） 740.00[PJ] 100.0 670,000[kg]
メタンの総排出量 ／ 原料の使用量 ＝ 670,000[kg-CH4] ／ 740.00[PJ] 
                 ＝ 905.41 [kg-CH4/PJ] 
排出係数（kg-CH4/PJ） 905.41

 

（iv） 排出係数の出典 

都市ガスの生産の排出係数については、社団法人日本ガス協会提供資料に示された CH4の総

排出量と原料の使用量を用いて設定した。 

（v） 排出係数の課題 

・ 現在、都市ガスの生産時に排出されるCH4排出量算定に使用している 905.41 kg-CH4/PJ

は 1998 年度の実測値であり、現在は CH4の回収率が向上しているため、排出係数は

低くなっていると考えられる。 

4） 活動量 

（i） 定義 

都市ガスの原料として用いられた液化天然ガス及び天然ガスの量（PJ）。 

（ii） 活動量の把握方法 

資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」に示された都市ガスの原料として用いられた液化

天然ガス及び天然ガスの量を使用する。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003 年度における都市ガスの原料として用いられた液化天然ガス及び天然ガスの量

は以下の通り。 

 

表 93 都市ガスの原料として用いられた液化天然ガス及び天然ガスの量の推移 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①LNG Gg‐CH4 0.42 0.47 0.50 0.55 0.56 0.61 0.65
②天然ガス Gg‐CH4 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.05
合計 Gg‐CH4 0.46 0.50 0.54 0.59 0.61 0.66 0.69

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①LNG Gg‐CH4 0.68 0.70 0.75 0.78 0.81 0.89 0.91
②天然ガス Gg‐CH4 0.05 0.05 0.05 0.06 0.06 0.06 0.07
合計 Gg‐CH4 0.73 0.75 0.80 0.84 0.86 0.95 0.98

（iv） 活動量の出典 

表 94 活動量の出典 

資料名 「総合エネルギー統計」（資源エネルギー庁） 
1990～2003年度分 

発行日 2005年２月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度 

対象データ 都市ガスの原料として用いられた液化天然ガス

及び天然ガスの量（1990～2003年度） 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 95 天然ガスの供給に伴う排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの供給による CH4 の排出係数は、以下の６つの生産形態毎に測定した排出係数

を、原料使用量で加重平均して求めている。 
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ⅰ）国内大手４社の LNG受入・都市ガス生産基地（９基地） 
ⅱ）大手４社以外の LNG受入・都市ガス生産基地（３基地） 
ⅲ）サテライト基地（27事業所） 
ⅳ）LPG熱調（15事業所） 
ⅴ）空気希釈（24事業所） 
ⅵ）天然ガス（NG）改質（４事業所） 

 

排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、統計的処理により 95％信頼区間

を求め不確実性の評価を行うことになる。しかし、原料使用量の約 94％を占める大手４社

の都市ガス生産基地９基地については全数調査を実施した上で１つの排出係数を算定して

いる一方、他施設については代表的な施設（最も精度良く排出量を計測できる施設）の実測

値、分析機器の仕様値等をもとに排出係数を算出している。従って、大手４社の都市ガス生

産基地（９基地）のデータと、それ以外のデータではその持つ意味が異なり、併せて統計的

処理を行うことが適さないことから、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用するこ

ととする。 

また、CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 設備の違いによる CH4排出量の違い 

（ｲ） 評価結果 

都市ガスの生産に伴う CH4排出の排出係数の不確実性は 25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの供給に伴う燃料からの漏出の活動量は、「総合エネルギー統計」の需給バラン

ス表のエネルギー転換 天然ガス・液化天然ガス（LNG）の都市ガスへの投入量の値を採用

している。 

当該統計については、燃料の燃焼分野（1A）で活動量の不確実性の評価を行っているの

で、その結果を採用する。 

また、排出量は以下の式で算出され、活動量は A＝（A1＋A2）と表されることから、活動

量の不確実性の合成方法に従い、液化天然ガス（LNG）及び天然ガス（LNG を除く）それ

ぞれの不確実性を合成することとする。 

（ｲ） 評価結果 

天然ガスの供給に伴う燃料からの漏出の活動量の、燃料種ごとの不確実性は、表 96の通
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不確実性
注1）

合成後の
不確実性

液化天然ガス（LNG） 9.3% 1,006 PJ
天然ガス（LNG除く） 9.3% 73 PJ

都市ガスへの
投入量

(UAi*Ai)
2

8,746
8.7%

46

排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

905 kg-CH4/PJ 25% 1,079 PJ 8.7% 0.91 Gg-CH4 26%

排出係数 活動量 排出量

り液化天然ガス（LNG）：1.9%、天然ガス（LNGを除く）1.9%である3。 

また、活動量の不確実性は、以下の式により合成する。 

 

 

 

 

 

 

上記式より算出した活動量の不確実性の合成結果は表 96に示す通りである。 

 

表 96 液化天然ガス（LNG）と天然ガス（LNGを除く）の不確実性 

 

 

 

注１）平成 17年度統合報告書（燃料の燃焼）算定値 

 

よって天然ガスの供給に伴う燃料からの漏出における活動量の不確実性は、8.7％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 活動量の不確実性は、燃料分野において算出された不確実性を合成して求めているが、

これはエネルギーバランス表全体の不確実性を各燃料種に均等に割り当てた結果を

基に算出した不確実性であることから、液化天然ガス及び天然ガスの不確実性が個別

に評価できる場合には、個別に評価した不確実性を合成して不確実性を求めることが

望ましいと考えられる。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 97 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

当該排出源からの排出として、現状では都市ガスの生産時に排出される CH4排出量を計上し

ているが、都市ガスの供給網（導管）からの CH4排出量を算定する必要がある可能性がある。 

                                                  
3 燃料種毎の不確実性は、エネルギーバランス表全体の不確実性を各燃料種に均等に割り当てて算出して
いる。 

( ) ( )

の不確実性（％）　：要素 nAn

AA
totalA

AU
AA

AUAU
U

21

2
22

2
11 **
+
+

=−
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（f）工場及び発電所における漏出・家庭及び業務部門における漏出（1B.2.b.-）CO2, CH4 

わが国では当該区分における活動として、都市ガス等の気体燃料の利用が想定され、これらの

燃料の利用に伴い CO2及び CH4が大気中に漏出することも考えられる。排出量はわずかであると

考えられるが、実測値は得られていないため現状では排出量の算定はできない。 

CRF では、工場及び発電所における漏出及び家庭及び業務における漏出由来の CO2及び CH4

の排出について報告すべき欄が設けられているが、当該活動に関する排出係数のデフォルト値も

ないことから「NE」として報告する。 

③ 通気弁及びフレアリング（1.B.2.c.） 

（a）石油産業における通気弁（1.B.2.c.i）CO2, CH4 

1） 背景 

油田開発･原油生産から原油輸送、精製、製品輸送プロセスにおける通気弁から漏出する CO2, 

CH4の量。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

油田開発･原油生産から原油輸送、精製、製品輸送プロセスにおいて通気弁から CO2及び CH4

が漏出する。 

（ii） 算定方法の選択 

石油産業における通気弁の排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、Tier1

を用いて CO2, CH4排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

原油の生産量に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 石油産業における通気弁からの CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/103m3） 
A : 原油生産量（103kl） 

（iv） 算定方法の課題 

・ GPG (2000)には油田における通気弁の排出係数しか設定されていないため、油田にお

ける通気弁からの排出量のみを算定する。 

AEFE *=
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3） 排出係数 

（i） 定義 

国内における原油 1,000m3（1,000kl）の生産に伴い通気弁から排出される CO2及び CH4の量

（Gg）。 

（ii） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示されたデ

フォルト値を採用する。CH4については中間値を採用する。 

（iii） 排出係数の推移 

石油産業における通気弁の排出係数は一定とする。 

 

表 98 通気弁（油田）の漏出の排出係数 
 単位 CO2 CH4 N2O 2） 

一般原油 
（Conventional Oil） 

Gg/103 m3 1.2*10-5 1.38*10-3 1） 0 

1) デフォルト値は、6.2*10-5 ～ 2.7*10-3 
2) デフォルト値が「0」のため算定対象外としている。 

（iv） 排出係数の出典 

表 99 排出係数の出典 
データ 出典 

油田における通気弁の排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（v） 排出係数の課題 

・ 海外の油田から産出される原油とわが国のそれは組成が異なるため、デフォルト値で

はわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

4） 活動量 

（i） 定義 

1,000klで表した国内で産出される原油の量。なお、コンデンセートは含まない。 

（ii） 活動量の把握方法 

経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」及び「資源・エネルギー統計年報」に示され

る原油生産量を使用する。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における原油の生産量は以下の通り。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.005 0.008 0.009 0.008 0.007 0.007 0.007
CH4排出量 Gg-CH4 0.581 0.921 0.990 0.907 0.862 0.860 0.830

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.007 0.006 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004
CH4排出量 Gg-CH4 0.794 0.687 0.590 0.532 0.462 0.407 0.474

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 420 667 717 657 624 623 601

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 575 497 427 386 334 295 344

表 100 原油の生産量の推移 

 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 101 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 原油生産量（1990～2000年度） 
 

表 102 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年３月のデータ 

対象データ 原油生産量（2001～2003年度） 
 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 103 石油産業における通気弁からの CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

石油産業における通気弁からのコンデンセート由来の排出量は、天然ガスの処理時
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（1.B.2.b.i）に含まれているため、活動量にコンデンセート生産量は含まない。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

石油産業における通気弁での CO2, CH4の漏出の排出係数は、双方とも GPG (2000)に示さ

れた値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門家の判

断（Expert Judgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いることとさ

れているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

石油産業における通気弁からの CO2, CH4の漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ 25％

である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

油田における通気弁からの漏出の活動量は、「資源・エネルギー統計年報」に基づく原油

の生産量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不確実性とし

て平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、原油の生産については、全生産事

業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として 5％

を採用する。 



 69

排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 1.2*10-5 Gg-CO2/1,000kl 25% 5% 0.004 Gg-CO2 25%
CH4 1.38*10-3 Gg-CH4/1,000kl 25% 5% 0.474 Gg-CH4 25%

排出係数 活動量 排出量

343,559 kl

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

表 104 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

（b）天然ガス産業における通気弁（1B.2.c.ii）CO2, CH4 

1） 背景 

ガス田の開発･天然ガス生産から輸送、処理において通気弁から CO2, CH4が排出される。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

ガス田の開発･天然ガス生産から輸送、処理における通気弁から排出される CO2, CH4の量。 

（ii） 算定方法の選択 

天然ガス産業における通気弁の排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従い、

Tier1を用いて CO2, CH4排出量の算定を行う。なお、GPG (2000)には天然ガスの輸送時の排出

係数しか設定されていないため、この排出量を算定する。 

（iii） 算定式 

天然ガスのパイプライン敷設距離に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 天然ガス産業における通気弁からの CO2, CH4の排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/km） 
A : 天然ガスのパイプライン敷設距離（km） 

 

（iv） 算定方法の課題 

・ GPG (2000)には天然ガスの輸送時の排出係数しか設定されていないため、輸送時にお

AEFE *=
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ける通気弁からの排出量のみを算定する。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

国内におけるパイプラインの敷設距離１km から１年間に通気弁から排出される CO2 及び

CH4の量（Gg）。 

（ii） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示されたデ

フォルト値を採用する。CH4については、中間値を採用する。 

（iii） 排出係数の推移 

天然ガス産業における通気弁の排出係数は全年において同一の値を使用する。 

表 105  天然ガスの輸送の排出係数 
 単位 CO2 CH4 

天然ガスの輸送時の呼吸（Venting） Gg-GHG/km 8.5*10-6 1.0*10-3 1） 
1) デフォルト値は、0.8*10-3 ～ 1.2*10-3 

 

（iv） 排出係数の出典 

表 106 排出係数の出典 
データ 出典 

天然ガスの輸送に伴う排出係数 GPG (2000) p2.86 table2.16 

（v） 排出係数の課題 

・ デフォルト値ではわが国の実態を正確に表していない可能性があると考えられる。 

4） 活動量 

（i） 定義 

国内に敷設されている天然ガスのパイプライン敷設距離（km）。 

（ii） 活動量の把握方法 

天然ガスのパイプライン敷設距離については、天然ガス鉱業会「天然ガス資料年報」に示さ

れたパイプライン敷設距離を使用する。ただし、最新年度は掲載されていないため、最新年に

ついては暦年値を採用する。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガスパイプライン総延長 km 1,984 1,992 1,992 2,059 2,127 2,195 2,262

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガスパイプライン総延長 km 2,317 2,357 2,448 2,434 2,545 2,617 2,615

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
CH4排出量 Gg-CH4 1.98 1.99 1.99 2.06 2.13 2.19 2.26

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
CH4排出量 Gg-CH4 2.32 2.36 2.45 2.43 2.54 2.62 2.62

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における天然ガスのパイプライン敷設距離は以下の通り。 

 

表 107 天然ガスのパイプライン敷設距離の推移 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 108 活動量の出典 
資料名 「天然ガス資料年報」（天然ガス鉱業会） 
発行日 ～2005年３月 31日 

記載されている最

新のデータ 2004年度のデータ 

対象データ 天然ガスのパイプライン敷設距離（1990～2003年度） 
 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 

 

表 109 天然ガス産業における通気弁からの CO2, CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

特になし。 
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7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの輸送における通気弁からの CO2, CH4 の漏出の排出係数は、双方とも GPG 

(2000)に示された値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、

専門家の判断（Expert Judgment）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いる

こととされているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

天然ガスの輸送における通気弁からの排出の排出係数の不確実性は、CO2, CH4 ともに

25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

天然ガスの輸送における通気弁からの排出の活動量は、「天然ガス資料年報」に基づく天

然ガスパイプライン施設距離の値を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツ

リーに従い、不確実性として平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「天然ガス資料年報」は統計法に基づかない業界独自の統計であり、全ての事業者が対象

となっていることから、平成 14年度検討会が設定した不確実性の値としてそれぞれ 10％を

採用する。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 8.5*10-6 Gg-CO2/km 25% 10% 0.02 Gg-CO2 27%
CH4 1.0*10-3 Gg-CH4/km 25% 10% 2.62 Gg-CH4 27%

km

活動量 排出量排出係数

2,615

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 110 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

（c）石油･天然ガス産業における通気弁（1.B.2.c.iii）CO2, CH4 

わが国では統計上、石油と天然ガスの２区分で整理を行っており、石油産業・天然ガス産業に

おける通気弁からの漏出については、（1.B.2.c.i）石油産業及び（1.B.2.c.ii）天然ガス産業におけ

る通気弁からの排出に含まれているため「IE」として報告する。 

（d）石油産業におけるフレアリング（1.B.2.c.i）CO2, CH4, N2O 

1） 背景 

油田の開発･原油生産から輸送、精製、製品輸送プロセスにおけるフレアリングにより CO2, 

CH4, N2Oが排出される。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

油田の開発･原油生産から輸送、精製、製品輸送プロセスにおけるフレアリングから排出さ

れる CO2, CH4, N2Oの量。 

（ii） 算定方法の選択 

石油産業におけるフレアリングによる排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従

い、Tier1を用いて CO2, CH4, N2O排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

原油の生産量に排出係数を乗じて算出する。 

 
 

E : 石油産業におけるフレアリングによる CO2, CH4, N2Oの排出量（Gg-GHG） 
EF : 排出係数（Gg-GHG/103m3） 
A : 原油の生産量（1,000 kl） 

AEFE *=



 74

 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

原油生産量あたりのフレアリングに伴い排出される CO2, CH4, N2Oの量。 

（ii） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示されたフ

レアリングのデフォルト値を用いる。CH4については中間値を採用する。 

（iii） 排出係数の推移 

石油産業におけるフレアリングによる排出係数は一定とする。 

表 111 石油産業におけるフレアリングの排出係数 
 単位 CO2 CH4

※ N2O 
フレアリング（conventional oil） Gg/103m3 6.7×10-2 1.38×10-4 6.4×10-7 

※デフォルト値は、0.05×10-4～2.7×10-4
           

（iv） 排出係数の出典 

表 112 排出係数の出典 
データ 出典 

フ レ ア リ ン グ の 排 出 係 数

（conventional oil） 
GPG (2000) p.2.86 table2.16 

 

（v） 排出係数の課題 

・ 特になし。 

4） 活動量 

（i） 定義 

国内で生産された原油の量（kl）。なお、コンデンセート生産量は含まない。 

（ii） 活動量の把握方法 

石油産業におけるフレアリングの活動量については、経済産業省「エネルギー生産・需給統

計年報」、「資源・エネルギー統計年報」に示された原油の生産量を使用する。なお、コンデン
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
CO2排出量 Gg-CO2 28.2 44.7 48.0 44.0 41.8 41.7 40.3
CH4排出量 Gg-CH4 0.06 0.09 0.10 0.09 0.09 0.09 0.08
N2O排出量 Gg-N2O 2.7*10-4 4.3*10-4 4.6*10-4 4.2*10-4 4.0*10-4 4.0*10-4 3.8*10-4

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
CO2排出量 Gg-CO2 38.5 33.3 28.6 25.8 22.4 19.8 23.0
CH4排出量 Gg-CH4 0.08 0.07 0.06 0.05 0.05 0.04 0.05
N2O排出量 Gg-N2O 3.7*10-4 3.2*10-4 2.7*10-4 2.5*10-4 2.1*10-4 1.9*10-4 2.2*10-4

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 420 667 717 657 624 623 601

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
原油生産量
(コンデンセートは含まない) 103 kl 575 497 427 386 334 295 344

セート生産量は対象外とする。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における原油生産量は以下の通り。 

 

表 113 原油生産量の推移 

 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 114 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年３月のデータ 

対象データ 原油生産量（1990～2000年度） 
 

表 115 活動量の出典（2001～2003年度分） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年３月のデータ 

対象データ 原油生産量（2001～2003年度） 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の算定結果は以下の通り。 

 

表 116 石油産業におけるフレアリングに伴う排出量の推計結果 
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6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

石油産業におけるフレアリングからの CO2, CH4, N2Oの排出係数は、すべて GPG (2000)

に示された値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、専門

家の判断（Expert Judgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用いるこ

ととされているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

石油産業における通気弁からの CO2, CH4, N2Oの漏出の排出係数の不確実性は、それぞれ

25％である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

石油産業におけるフレアリングによる排出の活動量は、「資源・エネルギー統計年報」に

基づく原油の生産量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、不

確実性として平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、原油の生産については、全生産事
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

CO2 6.7*10-2 Gg-CO2/kl 25% 5% 23.0 Gg-CO2 25%
CH4 1.38*10-4 Gg-CH4/kl 25% 5% 0.05 Gg-CH4 25%
N2O 6.4*10-7 Gg-N2O/kl 25% 5% 2.2*10-4 Gg-N2O 25%

343,559 kl

排出量排出係数 活動量

業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として 5％

を採用する。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 117 排出量の不確実性評価算定結果 

 

 

 

 

8） 今後の調査方針 

特になし。 

（e）天然ガス産業におけるフレアリング（1.B.2.c.ii）CO2, CH4, N2O 

1） 背景 

ガス田の開発･天然ガス生産から輸送、処理におけるフレアリングにより CO2, CH4, N2Oが

排出される。 

2） 算定方法 

（i） 算定の対象 

ガス田の開発･天然ガス生産から輸送、処理におけるフレアリングから排出される CO2, CH4, 

N2Oの量。 

（ii） 算定方法の選択 

天然ガス産業におけるフレアリングの排出については、GPG (2000)のデシジョンツリーに従

い、Tier1を用いて CO2, CH4, N2O排出量の算定を行う。 

（iii） 算定式 

天然ガスの生産量に排出係数を乗じて排出量を算定する。ガスの生産時とガスの処理時におけ

るフレアリングに伴う排出量の合計を天然ガスにおけるフレアリングの排出量とする。 
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  ( )∑= AEFE i *  

 
E : 天然ガス産業におけるフレアリングからの CO2, CH4, N2O排出量（Gg-GHG） 
EFi : 排出係数（Gg-GHG/106m3） 
A : 天然ガス生産量（106m3） 
i : ガスの生産時、処理時 

（iv） 算定方法の課題 

・ 特になし。 

3） 排出係数 

（i） 定義 

天然ガス生産量あたりのフレアリングにより排出される CO2, CH4, N2Oの量。 

（ii） 設定方法 

わが国における実測データ及び独自の排出係数が存在しないため、GPG (2000)に示された天

然ガスの生産時及び処理時のフレアリングのデフォルト値を用いる。 

（iii） 排出係数の推移 

天然ガス産業におけるフレアリングの排出係数は一定とする。 

 

表 118 天然ガス産業におけるフレアリングの排出係数 
  単位 CO2 CH4 N2O 

ガスの生産 
（gas production） 

Gg/106m3 1.8*10-3 1.1*10-5 2.1*10-8

天然ガス産業における

フレアリング（flaring） ガス処理時 
（gas processing） 

Gg/106m3 2.1*10-3 1.3*10-5 2.5*10-8

 

（iv） 排出係数の出典 

表 119 排出係数の出典 
データ 出典 

天然ガスの生産時・処理時におけるフレアリング

の排出係数 
GPG (2000) p.2.86 table2.16 

（v） 排出係数の課題 

・ 特になし。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
天然ガス生産量 106m3 2,066 2,173 2,155 2,229 2,272 2,237 2,209

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
天然ガス生産量 106m3 2,301 2,297 2,313 2,499 2,466 2,752 2,814

4） 活動量 

（i） 定義 

国内で生産された天然ガスの量（106m3）。 

（ii） 活動量の把握方法 

経済産業省「エネルギー生産・需給統計年報」及び「資源・エネルギー統計年報」に示され

た天然ガスの生産量を用いる。 

（iii） 活動量の推移 

1990～2003年度における天然ガス生産量は以下の通り。 

 

表 120 天然ガスの生産量の推移 

 

 

 

 

（iv） 活動量の出典 

表 121 活動量の出典（1990～2000年度） 

資料名 「エネルギー生産・需給統計年報」（経済産業省） 
1990～2001年度分 

発行日 ～2002年７月 30日 
記載されている

最新のデータ 2000年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（1990～2000年度） 
 

表 122 活動量の出典（2001～2003年度） 

資料名 「資源・エネルギー統計年報」（経済産業省） 
2002～2003年度分 

発行日 ～2004年７月 15日 
記載されている

最新のデータ 2003年度のデータ 

対象データ 天然ガス生産量（2001～2003年度） 
 

（v） 活動量の課題 

・ 特になし。 

5） 排出量の推移 

上記の算定方法による排出量の推計結果は以下の通り。 
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単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①ガスの生産 Gg-CO2 3.72 3.91 3.88 4.01 4.09 4.03 3.98
②ガスの処理時 Gg-CO2 4.34 4.56 4.53 4.68 4.77 4.70 4.64
合計 Gg-CO2 8.1 8.5 8.4 8.7 8.9 8.7 8.6

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①ガスの生産 Gg-CO2 4.14 4.13 4.16 4.50 4.44 4.95 5.07
②ガスの処理時 Gg-CO2 4.83 4.82 4.86 5.25 5.18 5.78 5.91
合計 Gg-CO2 9.0 9.0 9.0 9.7 9.6 10.7 11.0

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①ガスの生産 Gg-CH4 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
②ガスの処理時 Gg-CH4 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03
合計 Gg-CH4 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①ガスの生産 Gg-CH4 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03
②ガスの処理時 Gg-CH4 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.04 0.04
合計 Gg-CH4 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.07 0.07

単位 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996
①ガスの生産 Gg-N2O 4.3*10-5 4.6*10-5 4.5*10-5 4.7*10-5 4.8*10-5 4.7*10-5 4.6*10-5

②ガスの処理時 Gg-N2O 5.2*10-5 5.4*10-5 5.4*10-5 5.6*10-5 5.7*10-5 5.6*10-5 5.5*10-5

合計 Gg-N2O 9.5*10-5 1.0*10-4 9.9*10-5 1.0*10-4 1.0*10-4 1.0*10-4 1.0*10-4

単位 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
①ガスの生産 Gg-N2O 4.8*10-5 4.8*10-5 4.9*10-5 5.2*10-5 5.2*10-5 5.8*10-5 5.9*10-5

②ガスの処理時 Gg-N2O 5.8*10-5 5.7*10-5 5.8*10-5 6.2*10-5 6.2*10-5 6.9*10-5 7.0*10-5

合計 Gg-N2O 1.1*10-4 1.1*10-4 1.1*10-4 1.1*10-4 1.1*10-4 1.3*10-4 1.3*10-4

 

表 123 天然ガス産業におけるフレアリングの CO2排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 124 天然ガス産業におけるフレアリングの CH4排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 125 天然ガス産業におけるフレアリングの N2O排出量の推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

6） その他特記事項 

特になし。 

7） 不確実性評価 

（i） 排出係数 

（ｱ） 評価方針 

天然ガス産業におけるフレアリングからの CO2, CH4, N2O の漏出の排出係数は、GPG 

(2000)に示された値を採用している。排出係数の不確実性評価のデシジョンツリーに従うと、

専門家の判断（Expert Judgement）もしくは GPG (2000)に示された不確実性の標準値を用い
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排出係数の
不確実性

活動量の
不確実性

排出量の
不確実性

ガスの生産CO2 1.8*10-3 Gg-CO2/106m3 25% 5% 5.07 Gg-CO2 25%
ガスの生産CH4 1.1*10-5 Gg-CH4/106m3 25% 5% 0.03 Gg-CH4 25%
ガスの生産N2O 2.1*10-8 Gg-N2O/106m3 25% 5% 5.9*10-5 Gg-N2O 25%
ガスの処理時CO2 2.1*10-3 Gg-CO2/106m3 25% 5% 5.91 Gg-CO2 25%
ガスの処理時CH4 1.3*10-5 Gg-CH4/106m3 25% 5% 0.04 Gg-CH4 25%
ガスの処理時N2O 2.5*10-8 Gg-N2O/106m3 25% 5% 7.0*10-5 Gg-N2O 25%

343,559 kl

排出係数 活動量 排出量

ることとされているため、GPG (2000)に示された不確実性の標準値を採用する。 

CH4排出係数の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 制御機器の種類 

（ｲ） 評価結果 

天然ガス産業におけるフレアリングからの CO2, CH4, N2O排出の排出係数の不確実性は、

それぞれ 25%である。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（ii） 活動量 

（ｱ） 評価方針 

天然ガス産業におけるフレアリングの活動量は経済産業省「資源・エネルギー統計年報」

に基づく天然ガス生産量を採用している。活動量の不確実性評価のデシジョンツリーに従い、

不確実性として平成 14年度検討会設定値を用いることとする。 

また、活動量の不確実性の要因として以下の２点が考えられる。 

・ 測定誤差 

・ 集計に伴う誤差 

（ｲ） 評価結果 

「資源・エネルギー統計年報」は統計法に基づく指定統計である「経済産業省生産動態統

計」（指定統計第 11号）等の結果を公表するものであり、天然ガスの生産については、全生

産事業所が対象となっていることから、平成 14 年度検討会が設定した不確実性の値として

5％を採用する。 

（ｳ） 評価方法の課題 

・ 特になし。 

（iii） 排出量 

排出量の不確実性は、以下の通りである。 

 

表 126 排出量の不確実性評価算定結果 
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8） 今後の調査方針 

特になし。 

（f）石油・天然ガス産業におけるフレアリング（1.B.2.c.iii）CO2, CH4, N2O 

わが国では統計上、石油と天然ガスの２区分で整理を行っており、石油産業・天然ガス産業に

おけるフレアリングによる排出については、石油産業（1.B.2.c.i）及び天然ガス産業（1.B.2.c.ii）

におけるフレアリングからの漏出に含まれているため「IE」として報告する。 


